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 はじめに 

調査背景・目的 
近年、訪日外国人旅行者数は、急速な拡大を遂げてきた。平成 29 年の訪日外国人旅行消費額は、

平成 24 年の１兆 846 億円から約４倍の４兆 4,162 億円となり、観光は、我が国の経済を支える

産業へと成長しつつある。直近の平成 30 年における訪日外国人数は 3,119 万人（推計値）と史上

初めて 3,000 万人を超えた。 
観光が我が国の経済成長へ貢献するためには、訪日外国人旅行消費額をさらに増大させ、地域

への経済効果を高めることが重要である。このため、政府としては、平成 28 年３月に策定された

「明日の日本を支える観光ビジョン」において、訪日外国人旅行者による国内での消費を一層拡

大させるため、滞在日数等を増加させること等により１人当たり消費単価を 20 万円の大台に乗せ、

訪日外国人消費額を平成 27 年の２倍超（2.3 倍）とすることとしている（27 年 3.5 兆円→32 年

８兆円）。 
今後、訪日外国人消費額を増加させるためには、都市部での消費だけでなく、農山漁村におい

て、その地域の自然環境や暮らしの中で育まれてきた、その地域でしか味わえない郷土料理や食

文化の体験をしてもらうことにより、滞在日数を伸ばし宿泊費や飲食費等の消費額を増加させる

ことが必要となっている。 
このため、農山漁村地域のインバウンドによる飲食市場の拡大に向け、地域の生産者や事業者

の参考に資することを目的に、本事業においては、外国人専門家による飲食行動の調査を実施し、

外国人の日本食と食文化に関する興味・関心を把握した。 
 

調査方法と調査フロー 
 本事業においては、訪問地域および外国人専門家を選定したうえ、プログラムや実施時期など

の調整を経て、現地調査を実施した。また、文献調査を合わせて実施し、訪問地域への観光客の

入込状況を把握した。現地調査および文献調査の結果をふまえ、外国人の日本食と食文化に関す

る興味・関心について整理・分析し、農山漁村地域のインバウンドによる飲食市場の拡大に向け

て提案した。 
本事業における調査フローは以下に示すとおりである。 

図表 1 調査フロー 

 

② 調査結果の分析・提案

パンフレット・報告書の作成

① 外国人専門家による調査

文献調査訪問地域＆外国人専門家の選定

現地調査の調整

現地調査の実施 調査結果の分析・提案
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 外国人専門家による調査 

調査の概要 
（１）訪問地域の選定 
 農林水産省では、訪日時に日本食を体験したいという外国人のニーズに対応するため、地域の

食とそれを生み出す農林水産業を核として訪日外国人を中心とした観光客の誘致を図る地域での

取組を「SAVOR JAPAN（農泊 食文化海外発信地域）」として認定する制度を平成 28 年度に創

設している。本事業においては、この「SAVOR JAPAN」の認定地域から、専門家を派遣する対

象地域を選定することとした。 
 
①SAVOR JAPAN（農泊 食文化海外発信地域） 
 「SAVOR JAPAN」は、平成 28 年度に５箇所、平成 29 年度に 10 箇所の合計 15 箇所が認定さ

れている。 

図表 2 「SAVOR JAPAN」認定地域一覧 
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②選定基準 
 このうち、下記のような基準を設定し、５地域を選択することにした。 
 
１)平成 29 年度認定地域を優先する 

SAVOR JAPAN として既に２年間が経過している平成 28 年度認定地域に比べ、平成 29 年度に

認定された取組は比較的新しく、今後成熟度を高めていくことが期待される地域であることから、

本事業における訪問地域として優先した。 
 

２)専門家による現地滞在時間の確保が可能な地域を優先する 

外国人専門家の多くが大都市圏に居住していることから、居住地からの時間距離が大きな地域

の場合、実際に現地で体験等に利用できる時間が短くなってしまう。できる限り、現地での体験

時間を十分に確保できるよう、外国人専門家にかかる負荷を減らす意味でも、外国人旅行者の国

内移動時間で目安とされる片道３時間程度で到達できる地域を優先した。 
 
③選定結果 
 上記の選定基準をふまえ、訪問地域として以下の５地域を選定した。 

図表 3 候補地域の選定結果 

地域 実行組織 
新潟県十日町市 十日町市食と農の景勝地推進協議会 

京都府北部地域 一社）京都府北部地域連携都市圏振興社 
石川県小松市 一社）こまつ観光物産ネットワーク 

福井県小浜市 OBAMA 食と農の景勝地実行委員会 
福島県会津若松市 会津若松市食と農の景勝地推進協議会 

 
④訪問地域への外国人観光客の入込状況 
１)十日町市 

 平成 29 年新潟県観光入込客統計によれば、十日町市への観光入込客数が直近２年間で 177 万

人規模を維持している。 

図表 4 十日町市への観光客入込状況 

 
資料）新潟県「平成 29 年新潟県観光入込客統計」（2018 年） 

1,772,014 1,779,418

平成28年 平成29年

観光入込客数（人）
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 全体に占める外国人観光客の割合が不明であるが、十日町市が公表した年末年始の観光客入込

数（速報値）についてみると、外国人観光客の割合が 0.15％から 0.57％まで上昇した。同市を訪

れる外国人観光客が依然として少ない状況にあるが、徐々に増えていることがわかる。 

図表 5 年末年始期間の観光客入込状況 

 平成 29 年度 平成 30 年度 

観光客入込数（人） 30,761 31,631 

うち外国人観光客数（人） 46 180 

外国人観光客の割合 0.15％ 0.57％ 

注釈）年末年始期間は 12 月 29 日～１月３日の６日間である。 

資料）十日町市「年末年始の観光客入込数（速報値）について」（2019 年） 

 
２)京都府北部地域 

 平成29年における京都府北部地域の観光入込客数が約1,011万人と、前年比0.5％増となった。

一方、平成 29 年における外国人宿泊客数が約 5.7 万人と前年比 25.7％増となった。 

図表 6 京都府北部地域への観光客入込状況 

 
注釈）京都府北部地域は福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町という７市町を指す。 

資料）京都府「平成 29 年（2017）京都府観光入込客調査報告書」（2018 年） 
 
３)小松市 

 小松市への観光入込客数が公表されていないが、同市を含む加賀地域への観光入込客数をみる

と、平成 29 年が 569.5 万人となっている。平成 28 年に比べて 2.1％増となった。なお、外国人

観光客の入込状況は不明である。 

図表 7 加賀地域への観光客入込状況 

 平成 28 年 平成 29 年 

観光客入込数（千人） 5,580 5,695 

資料）石川県「統計からみた石川県の観光（平成 29 年）」（2018 年） 

 

10,053,856 10,109,139

平成28年 平成29年

観光入込客数（人）

45,411

57,090

平成28年 平成29年

外国人宿泊客数（人）
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４)小浜市 

 平成 29 年における小浜市の観光入込客数が 196.5 万人であり、前年に比べて微減した。なお、

外国人観光客の入込状況は不明である。 

図表 8 小浜市への観光客入込状況 

 平成 28 年 平成 29 年 

観光客入込数（千人） 1,965 1,829 

資料）福井県「平成 29 年 福井県観光客入込数（推計）」（2018 年） 

 
５)会津若松市 

 平成 29 年における会津若松市の観光入込客数が 297 万人であり、前年に比べて微増となった。

全体に占める外国人観光客の割合が不明であるが、平成 29 年における外国人宿泊客数が 11,757
人と前年比 39.7％増となった。 

図表 9 会津若松市への観光客入込状況 

 平成 28 年 平成 29 年 

観光客入込数（千人） 2,942 2,970 

外国人宿泊客数（人） 8,415 11,757 

注釈）外国人宿泊客数は東山・芦ノ牧両温泉及び市内旅館･ホテルの宿泊合計数である。 

資料）会津若松市「平成 29 年会津若松市観光客入込みの概況について」（2018 年） 

 
（２）外国人専門家の選定 

本事業においては、以下に示す方法により、食文化、観光、情報発信という３分野から外国人

専門家を訪問地域別にそれぞれ１名以上選定した。 
 
①食文化 

農林水産省が支援する日本食・食文化普及人材育成支援プログラムの修了生で、現在も日本在

住のシェフのうち、欧米出身者を中心に５名を食文化専門家として招へいした。 

図表 10 食文化専門家の国籍、性別および居住地域 

 国籍 性別 現在の居住地域 訪問地域 

A ラトビア 男 京都 小松市、小浜市 

B カナダ 男 京都 小松市、小浜市 

C アメリカ 男 京都 京都府北部地域 

D アメリカ 男 東京 十日町市、会津若松市 

E ブラジル 男 千葉 十日町市、会津若松市 
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②観光 
 旅行会社に勤務する３名の外国人添乗員を観光専門家として招へいした。 

図表 11 観光専門家の国籍、性別および居住地域 

 国籍 性別 現在の居住地域 訪問地域 

A 中国 女 神奈川 十日町市 

B スイス 女 奈良 
京都府北部地域、小松市、小浜
市 

C イギリス 女 東京 会津若松市 

 
③情報発信 

日本の文化や生活等を海外に向けて外国語で情報発信する外国籍の映像ディレクター、

YouTuber やインスタグラマー等のうち、欧米出身者を中心に６名を情報発信専門家として招へい

した。 

図表 12 情報発信専門家の国籍、性別および居住地域 

 国籍 性別 現在の居住地域 訪問地域 

A フランス 男 東京 十日町市 

B フランス 男 京都 京都府北部地域 

C フランス 女 京都 京都府北部地域 

D オーストラリア 女 大阪 小松市 

E ロシア 女 大阪 小浜市 

F スペイン 女 東京 会津若松市 

 
（３）視察プログラム 
①十日町市 
 十日町市への視察プログラムは以下に示すとおりである。食文化専門家２名（アメリカ、ブラ

ジル）、観光専門家１名（中国）、情報発信専門家１名（フランス）の計４名が１泊２日の視察に

参加した。 

図表 13 視察プログラム（十日町市） 

月日 時間 行程 

１月 15 日（火） 

8:20～10:20 移動（東京駅～十日町駅） 

10:30 十日町駅発 

10:40～11:40 十日町市博物館 見学 

11:50～12:45 そばの郷 Abuzaka 昼食 （へぎそば） 

13:30～16:00 むこ投げ・すみぬり 体験 

16:30～ 
松之山温泉ちとせ チェックイン 

里山料理 体験 
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１月 16 日（水） 

8:30 松之山温泉ちとせ 朝食後にチェックアウト 

8:45～9:45 
美人林 見学 

スノーシュー 体験 

10:30～12:00 吉澤織物 手描き体験、工場見学 

12:45～13:45 いろりとほたるの宿せとぐち 昼食 （ジビエ料理） 

14:00～16:00 いろりとほたるの宿せとぐち 座談会 

17:05～18:20 移動（越後湯沢駅～東京駅） 

 
②京都府北部地域 
 京都府北部地域への視察プログラムは以下に示すとおりである。食文化専門家１名（アメリカ）、

観光専門家１名（スイス）、情報発信専門家２名（フランス）の計４名が１泊２日の視察に参加し

た。 

図表 14 視察プログラム（京都府北部地域） 

月日 時間 行程 

１月 24 日（木） 

～10:48 移動（～網野駅） 

1110～11:30 
てんきてんき丹後（道の駅） 見学 

立岩 見学 

11:30～13:00 ばらずし作り 昼食＆体験 

13:05～13:35 へしこ工房 HISAMI 見学＆体験 

14:15～14:40 
多久神社 見学 

月の輪田（稲作発祥の地） 見学 

15:00～17:30 竹野酒造酒蔵テイスティング 体験 

18:00～ 農家民泊ほっこり チェックイン 

１月 25 日（金） 

9:00 農家民泊ほっこり チェックアウト 

9:15～10:30 丹後王国食のみやこ（道の駅）ビアテイスティング体験 

11:00～11:15 丹後一宮 元伊勢神社（日本の酒発祥の地） 見学 

11:20～11:50 傘松公園ケーブルカー（天橋立） 

12:10～14:00 海の京都宮津（道の駅）おさかなキッチン 昼食 

14:10～16:00 宮津シーサイドマートミップル 座談会 

16:20～ 移動（宮津駅～） 
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③小松市 
小松市への視察プログラムは以下に示すとおりである。食文化専門家２名（カナダ、ラトビア）、

観光専門家１名（スイス）、情報発信専門家１名（オーストラリア）の計４名が１泊２日の視察に

参加した。 

図表 15 視察プログラム（小松市） 

月日 時間 行程 

１月 28 日（月） 

～11:45 移動（～小松駅） 

12:20～13:00 道の駅こまつ木場潟 昼食（小松うどん） 

13:00～13:40 「蓮台寺城」跡を眺望 

14:00～15:00 こまつ芸術劇場うらら（プログラムについての説明） 

15:00～16:00 本光寺（本折町）（報恩講料理の説明・寺院見学） 

13:40～17:30 

勝光寺・歓帰寺 見学 

本陣美術館（食の工芸）見学 

曳山交流館みよっさ（歌舞伎）見学 

17:30～19:00 梶助 夕食（報恩講料理） 

19:00～ 粟津温泉「法師」チェックイン 

１月 29 日（火） 

7:00～8:00 粟津温泉 大王寺 瞑想体験 

8:00～9:00 朝食（法師） 

9:10～11:00 ゆのくにの森（九谷焼絵付け体験） 

11:10～11:40 苔の里 見学 

12:00～13:00 せせらぎの郷 昼食（郷土料理体験） 

13:00～15:00 せせらぎの郷 座談会 

15:00～ 移動（小松駅～） 

 
④小浜市 
小浜市への視察プログラムは以下に示すとおりである。食文化専門家２名（カナダ、ラトビア）、

観光専門家１名（スイス）の計３名が１泊２日の視察に参加した。なお情報発信専門家１名（ロ

シア）は体調不良にて欠席であった。 

図表 16 視察プログラム（小浜市） 

月日 時間 行程 

２月 6 日（水） 

～11:50 移動（～小浜駅） 

12:00～14:00 御食国若狭おばま食文化館 調理体験 

14:10～15:30 御食国若狭おばま食文化館 プログラム説明＆見学 

16:00～17:00 へしこ・なれずし 説明＆見学 

17:10 民宿「佐助」チェックイン 

17:10～19:30 民宿「佐助」夕食（郷土料理体験） 
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２月 7 日（木） 

8:00～8:50 民宿「佐助」朝食 

9:00～10:00 養殖鯖 えさやり体験 

10:30～12:00 小浜西組（重伝建地区） 見学 

12:00～13:00 四季彩館酔月 昼食（郷土料理体験） 

13:10～14:10 御食国若狭おばま食文化館 伝統工芸体験 

14:20～16:20 御食国若狭おばま食文化館 座談会 

17:00～ 移動（小浜駅～） 

 
⑤会津若松市 
 会津若松市への視察プログラムは以下に示すとおりである。食文化専門家２名（アメリカ、ブ

ラジル）、観光専門家１名（イギリス）、情報発信専門家１名（スペイン）の計４名が１泊２日の

視察に参加した。 

図表 17 視察プログラム（会津若松市） 

月日 時間 行程 

２月 6 日（水） 

8:00～11:54 移動（浅草駅～西若松駅） 

12:00 西若松駅発 

12:10～13:30 鶴ヶ城 昼食＆見学 

13:30～14:20 移動（鶴ヶ城～湊町） 

14:30～16:30 郷土料理体験（こづゆ） 

17:00 ペンション・レークサイドスワン チェックイン 

18:30～ 
会津の日本酒体験 

郷土料理体験 

２月 7 日（木） 

6:30 ペンション・レークサイドスワン チェックアウト 

7:30～8:15 朝食 

8:50～12:00 

もちつき体験（豆腐もち） 

雪下野菜掘り体験 

猪苗代湖周辺散策 

12:10～12:50 はら笑楽交 昼食 （郷土料理体験） 

12:55～14:00 はら笑楽交 座談会 

14:15～15:00 移動（はら笑楽交～猪苗代駅） 

15:36～17:48 移動（猪苗代駅～東京駅） 
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外国人専門家による評価 
（１）十日町市 
①郷土料理や食文化体験について 
１)ストーリー性 

外国人専門家が十日町市に到着した後にまず博物館を訪れ、同市の歴史や文化等に関する説明

を受けた。その中で郷土料理（へぎそば）と織物との関係に関する説明を受けたことについて、

外国人専門家が高く評価した。それは郷土料理を単に食べることよりもストーリー性が感じられ

たためと考えられる。 

ストーリー性に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 十日町市に到着した後、まず博物館でへぎそばの由来などを勉強した。加えてそばの郷 

Abuzaka で店長の説明を聞いていたため、料理がよりおいしく感じた。歴史的背景を勉

強せずに料理を食べる場合と、印象がかなり異なる。（中国） 

 十日町市博物館では、へぎそばと織物との関係に関する説明を聞いて驚いた。料理の文化

的背景を事前に知ることができれば、より食べてみたいと思うようになるだろう。（アメリ

カ） 

 料理に関するストーリーは非常に重要である。今回の視察では、食事と博物館で聞いた話

とリンクできてとても良かった。郷土料理の由来などの説明を事前に聞いていたため、料

理を２倍楽しむことができた。（フランス） 

 十日町市博物館で聞いた説明はとても興味深かった。食の歴史や由来を勉強してから実際

に食べてみることは非常に良かった。（ブラジル） 

 
２)食事の場所 

 視察中に体験した郷土料理について総じて高く評価されている中、歴史ある建築物での食事に

魅力を感じるとの意見がみられた。日本の伝統や文化が感じられる場所が料理の魅力を高める効

果があると考えられる。 

食事の場所に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 歴史ある建物で囲炉裏を囲んでジビエ料理を食べた。外国人観光客にとっては魅力的な体

験である。（中国） 

 伝統的な建物でジビエ料理を食べたことは非常におもしろかった。（フランス） 

 
３)料理の創意工夫 

 料理のおいしさを確保しながら創意工夫によって他地域との違いを出すことも外国人観光客を

誘致するうえで重要と考えられる。 

料理の創意工夫に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 宿泊施設で出された料理について、施設が努力していることがとてもよくわかった。温泉

ローストポークがとてもおいしかった。外国人観光客にも人気が出るだろう。（中国） 
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４)外国人の飲食習慣への対応 

多くの外国人観光客にとって、自国と日本の食習慣が大きく異なる場合、日本食を食べること

がチャレンジになる。個々の料理に対する評価も国や地域によって分かれることがある。料理の

ジャンル、味付け、ボリュームや提供方法などについて、誘致したい国や地域の飲食習慣を考慮

した工夫を行うことが外国人観光客の評価を高めることになる。 

外国人の飲食習慣への対応に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 中華圏の人にとっては麺類が安いというイメージがある。このため、そばの価格が高く感

じるだろう。また、飲食習慣の違いから冷たいそばをあまり食べない。（中国） 

 訪日外国人観光客にとって、試しに和食を食べてみるのは問題がないが、ずっと和食が続

くと困った思いをするだろう。訪日外国人観光客に食事を提供する際、和食、洋食などの

ジャンルを選べるようにした方が良い。（中国） 

 朝に塩辛い食べ物を食べない人もいる。例えばアメリカでは朝食に甘いものを食べる人が

多い。アメリカ人の飲食習慣に合う食べ物も合わせて提供し、観光客に選択肢を与えると

良いだろう。（アメリカ） 

 フランスにもそばがあるが、通常、温かいものが提供される。このため、フランス人は冷

たいそばを食べる際にびっくりするだろう。冷たいそばであることについて、フランス人

旅行者に事前説明したほうが良い。（フランス） 

 朝食に甘いものしか食べないフランス人が９割くらいである。３食の中で朝食は一番チャ

レンジしたくないため、外国人の飲食習慣に合った食事も提供されると良い。（フランス） 

 ブラジルでは、濃い味を好む人が多いため、日本料理の味が薄く感じる。寿司を食べる際

に醤油をたくさんかけるブラジル人が多い。（ブラジル） 

 
５)料理体験の工夫 

料理の作り方や食事の順番などについて理解している外国人観光客が少ないため、外国語の説

明文の必要性が指摘されている。また、説明の文書が記念品にもなることや、比較的簡単にでき

る料理体験が良いとの見解を示した外国人専門家がみられた。 

料理体験の工夫に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 コース料理のメニューに英語がなかったため、自分が食べている料理がどれに該当するか

が理解できなかった。（フランス） 

 各料理の名前が日本語で書いてあっても、訪日外国人観光客にとっては、出された料理が

どれに該当するかわからない。例えば、へぎそばの歴史等に関する簡単な外国語の説明文

があった方が良いのではないか。記念に持ち帰る外国人観光客も多いだろう。（中国） 

 口頭説明を聞いても難しくて覚えられないため、説明の文書があった方が良い。（フランス） 

 料理体験は複雑なものが中心であるが、少し手を加えることでできる料理もあると良い。

訪日外国人観光客が簡単に体験できるものがあると良い。（アメリカ） 
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②旅行全体について 
１)地域住民との交流 

 外国人観光客にとって、地域住民との交流が日本の農山漁村地域を訪れる際の魅力の１つであ

る。日本語が話せない外国人観光客が多いことをふまえ、宿泊施設や飲食店等の連携を通じて地

域の雰囲気が体感できる場を提供することを提案した外国人専門家がみられた。 

地域住民との交流に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 フランス人にとって、ローカルの人とコミュニケーションできる点は非常に魅力的に感じ

る。（フランス） 

 例えばホテルで飲食店のクーポン等を外国人観光客に配布する。外国人観光客は飲食店に

行けば、しゃべらなくても最低限の料理が提供される。このような取組があっても良いの

ではないか。（中国） 

 
２)温泉の使用 

 欧米諸国を中心に入れ墨を入れている外国人が多い。一方、日本では入れ墨禁止の温泉施設が

多い。外国人観光客にとって温泉が魅力的なコンテンツである中、入れ墨を許容しているかどう

かに関する情報提供の必要性が指摘されている。 
 また、入浴の習慣がない国や地域もある中、貸切風呂などのサービスを求める意見もみられた。 

温泉の使用に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 お風呂に入る習慣がない国や地域もある。ファミリーの貸切風呂があった方が良い。（中国） 

 入れ墨を入れている外国人が多いため、温泉に入れるかどうかわからない。恥ずかしいた

め、入れ墨でも入浴可能な施設について聞くことを躊躇する人が多い。入れ墨でも入浴可

能な施設について、一目でわかるようにした方が良い。（フランス） 

 入れ墨を許容しているかどうかをわかりやすく示せると良い。（ブラジル） 

 
③情報発信方法について 
１)多言語対応の強化 

 外国人専門家が十日町市の外国語観光ガイドブックやプロモーション動画を評価する一方、多

言語対応の更なる強化を求めた。 

多言語対応の強化に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 英語のホームページをさらに充実させ、歴史、文化、食などの情報を提供した方が良い。（ア

メリカ） 

 多言語対応していない店舗もあるため、多言語対応を引き続き推進した方が良い。（中国） 

 ポルトガル語、フランス語の説明がほとんどなかった。自動翻訳の機械があると良いだろ

う。（ブラジル） 

 



13 
 

２)アピールポイントの選択と集中 

 外国人観光客にわかりやすいメッセージを届けるために、魅力的なコンテンツを総花的に示す

のではなく、アピールポイントを明確にすべきである。外国人専門家のうち、食そのものよりも

体験の魅力をアピールしたほうが良いとの意見がみられた。 

アピールポイントの選択と集中に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 雪をテーマにするのであれば、もっとその魅力をアピールした方が良い。（アメリカ） 

 外国人が知らない料理をアピールしても、興味を持ってもらい、さらに来てもらうことは

困難である。体験があることをアピールした方が良い。例えば、雪国の生活と文化を体験

できる「大人の修学旅行」という形で PR した方が良いのではないか。（中国） 

 食べ物だけでなく、歴史や文化とリンクして PR した方が良い。（フランス） 

 
３)インターネットや SNS の活用 

 外国人専門家がいずれもインターネットや SNS を通じた情報発信の必要性を指摘した。 

インターネットや SNSの活用に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 インターネットや YouTube を活用した方が良い。（中国） 

 ソーシャルメディアの活用は大事である。例えば海外のユーチューバーを招へいして、PR

してもらう。松之山温泉フォトコンテストのような取組も非常に良い。（フランス） 

 英語のホームページをさらに充実させ、歴史、文化、食などの情報を提供した方が良い。（ア

メリカ） 

 インターネットや SNS を活用してプロモーションした方が良い。その際、写真を多く使用

すべきである。（ブラジル） 

 
（２）京都府北部地域 
①郷土料理や食文化体験について 
１)新旧の融合 

郷土料理やその地域の食材をアレンジして、新しい料理にアレンジして提供したことに対し評

価が得られた。 

新旧の融合に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 ぬかにつけた魚などは、自分の口にはあまり合わなかった。「伝統」の食文化を大事にする

のはとてもよいことだが、伝統だけではなく、新しいものも取り入れていってほしい。ラ

ンチで、へしこの入ったポテトサラダが出てきたが、そのような新しい料理が出てくると

よいと思った。（スイス） 

 
２)人とのコミュニケーションについて 

 食事をするだけではなく、飲食店や商店の店員と交流できた点を評価する声が多かった。中で

も特に、調理体験等を通した地域の人とのコミュニケーションに高い関心と評価が得られた。 
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コミュニケーションに関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 体験を通じて、地元の人とコミュニケーションをとることができたことがよかったし、印

象的だった。地元の方がすごくあたたかくおもてなしをしてくれたのが非常に嬉しく、そ

のような人とのふれあいは旅の財産でもあると思う。観光資源の説明だけではなく、地域

の人とのコミュニケーションも非常に重要である。（スイス） 

 今回のツアーでは、訪れた場所で若い人も積極的に自分たちに働きかけてくれたところが

よかった。待ちの姿勢ではなく、自らコミュニケーションをとろう、食事や商品をアピー

ルしようとしているのが感じられた。（スイス） 

 ばら寿司の体験で、日本のレストランの調理場に入って、コミュニケーションを取りなが

ら調理体験ができたのはよかった。（フランス） 

 魚のバラエティが豊富で魅力的だった。また野菜が新鮮で、お酒もおいしく、そのような

食材の魅力に加えて、料理を作っている人の情熱が感じられたところが非常によかった。

料理についての話がとまらないくらい、パッションを持っていた。（アメリカ） 

 
３)料理の「特別感」 

 「はじめて食べるもの」という新鮮さや、その土地でしか食べられないような固有性を求める

意見が多く出された。このような料理の「特別感」に関しては、評価する声がある一方で、課題

としてあげる意見もあった。 

料理の「特別感」に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 せっかく地方に来ているので、都会では食べられないような食べ物を食べたいと思う。今

回は海の近くの地域なので、魚が多いのは当然だと思うし、個人的には非常においしく楽

しめた。（フランス） 

 外国にもあるようなにぎり寿司ではなく、郷土料理のばら寿司を体験できたのがよかった

し、ストーリー（お祝いごとの時は２層、悲しいときは１層）を聞いて行ったためにより

印象に残ってよかった。（フランス） 

 どこでも食べられるようなものではなく、その地域でしか食べられないものがあるとよい。

できるだけ近くでとれたものを食べてみたいと思う。農家民泊では、近くでとれた海苔や

そばの畑でとれた野菜などを使った料理が出てきてとてもよかった。（フランス） 

 新しいものを食べてみたいし、料理に何か驚きがあるとうれしい。アマゴの塩焼き（囲炉

裏で焼かれていた）はとてもサプライズだった。（フランス） 

 「この地域の食材だ」と耳で聞くだけではなく、具体的にどのあたりの地域で取れるのか

など、地図などで外国人にも分かりやすく示してくれると面白い。（フランス） 

 旅するなら、その地域の特産物を食べたいと思う。今回も、「丹後半島といえばこの料理！」

というようなものがあるとよかった。（アメリカ） 

 米と酒、という今回のツアーコンセプトを聞いたときに、日本のどこでもあるなという印

象を受けた。奈良も酒の発祥地であると言っている。もっと特徴的なブランディングが必

要ではないか。（スイス） 
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４)料理の説明 

 食べる郷土料理や、調理体験でつくる料理について、簡単でも良いので多言語で説明する資料

があると、料理に対する理解が深まってよいという声があった。 

料理の説明に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 食べた食事のレシピをもらったら、現地の人とコミュニケーションのきっかけになると思

うので、そのような取組はよいと思う。（スイス） 

 京丹後地域は料理と歴史が密接に関係しているので、食材や料理のレシピについて紹介す

る資料があればよいと思った。外国人は食材や料理について聞きたいことはたくさんがあ

るが、遠慮して聞けずにいることが多いだろう。そのような時に、料理のレシピがあれば

面白いし、コミュニケーションのきっかけになる。（アメリカ） 

 食べた食事のレシピをもらえば、日本人と話すきっかけになるので良いと思う。気に入っ

たものであれば、材料も買って帰ろうという気持ちになると思うので、お土産の購入も促

せるかもしれない。（フランス） 

 またレシピがポストカードのような形でデザインにも美しく、お土産としても価値のある

ものになると嬉しい。フランスのブリュターニュ地方ではそのような取組がある。日本っ

ぽいデザインであればなおよいと思う。（フランス） 

 
②旅行全体について 
１)地域のブランド化 

 京都府北部地域が訪問先として選択されるためには、一層のブランド化に取り組む必要がある

という声があった。個々の商店が独立して営業するだけではなく、それぞれが連携して地域の一

体感を高めることや、フレーズやコンセプトによって、「京都府北部地域といえばこれ」というポ

イントを打ち出すべきだというアドバイスがあった。 
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ブランド化に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 一つ一つのお店は非常に優れているが、丹後地方として一体とした魅力化ができればエリ

アとしてブランド化していけるのではないか。山もあるし海もあるし、一つだけハイライ

トするのではなく、皆で一緒に頑張ってもらえるといい。有馬温泉ではそのような取組が

なされていたということである。（スイス） 

 京都市といえば舞妓を思い浮かべたりするが、観光客のために作られたものではなく、も

ともとあった文化がブランド化したものである。同じように、伝統的にある地域の資源か

らマスコットなど作れるといいのかなと思った。（アメリカ） 

 マスコットのほかにも、何かフレーズやコンセプトがあるとよいのではないか。地元の人

にとっても、私たちにとって丹後半島とは何なのか？を考えるきっかけになるかもしれな

いので、そのようなものを考えるコンテストを行うとよいかもしれない。（アメリカ） 

 目を引くようなコンテンツがあって、そこに行くついでにまわりにも訪れるようなパター

ンが多いと思う。まずはそのように足を突っ込むきっかけとなる何か特徴的なビジネスが

あるとよい。（アメリカ） 

 京都に行ったらお寺、と思うが、丹後半島といったら何、というのは知られていない。今

回のツアーでは伝統的なものもたくさん見たが、現代的なものにも触れられた（お酒、プ

ディングなど）。モダンという渋谷・新宿とか、そのあたりを思い浮かべがちだが、丹後地

方では伝統とモダンが融合しているのがよい点であり、また伝統的なものを新しいものと

して捉えなおしているのがよい。（フランス） 

 エリアとしての一つのアイデンティティがありながらも、個人のビジネスが活性化してい

るような地域になると魅力的だと思う。（フランス） 

 
２)自然環境 

 郷土料理によってインバウンド観光客を呼び込もうとするとき、食事だけではなく、自然環境

についてもあわせてアピールしたほうが良いという意見があった。都市との違いを打ち出す際に

も、そのような自然・里山といった資源は魅力的であると述べられた。 

自然環境に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 自分はアメリカで海の近くに住んでいたが、立岩を見に行ったときに感じた日本海の強い

風は新鮮な驚きがあった。そのように、同じ海でも異なった特徴を持っていると思うので、

そのあたりもアピールポイントにしていってはどうか。（アメリカ） 

 京丹後地域は自然が魅力的なので、自然をもう少し宣伝してもよいかもしれない。食べ物

だけではなく、自然（動物や植物）に関する情報発信があるとよかった。京都市内は神社

仏閣が主なので、そことも差別化して自然も資源になると思う。（フランス） 

 海も山もあり、資源はたくさんある。新しいものを無理に取り入れる必要は無いと思うの

で、あるものを活用して新しいブランド化していくなど、うまく工夫してほしい。 

 「田舎」「静かさ」「パッション」は京都市と差別化できる点だと思う。（フランス） 
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３)交通手段 

 京都府北部地域を訪れる際の一次交通及び二次交通について、外国人対応についての課題が出

された。 

交通手段に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 ついてからの二次交通に課題がある。バスの本数も少ないので、車がないと地域を自由に

見て回ることができない。（スイス） 

 到着地の網野駅ではインフォメーションセンターで英語対応をしてもらえるということだ

が、もっと分かりやすく書いてもらえないと見つけられない。自分から「英語 OK ですか？」

とは聞きにくいので、「English Spot」などの表示が欲しい。（スイス） 

 地図について、日本人向けのものを単に英訳するのではなく、外国人向けのものを別途作

ってもよいのではないか。日本人向けのものの英訳では情報が多すぎ、どこをみればよい

のか分からない。また、紙の地図だけではなくスマホなどで見られるインターネット上の

地図があるとうれしい。（スイス） 

 この地域を訪れた外国人にとっては、やはりガイドやサポートが必要になるのではないか。

各観光地では英語のパンフレットなどあるが、それらを回ろうとしたときの移動手段が難

しい。（アメリカ） 

 網野駅まで、乗り換えが３回あり、乗り換えの綾部駅にも最終到着地の網野駅にも多言語

対応はほとんどなかったため、たどり着くまでが非常に難しかった。また、JR の切符で私

鉄（丹後鉄道）に乗れるのか分からなかった。（フランス） 

 全体の地図があるとよい。分かりやすいアイコンを使って、皆が分かるような形で見どこ

ろが分かるとよい。ガイドは高いので、誰でも利用できるわけではない。ガイドをお願い

するか自分で回るかは選択できるようになればよいなと思い、そのためには詳細で分かり

やすい地図が必要だと思う。（フランス） 

 
③情報発信方法について 
 各観光施設のパンフレットに関しては好意的な印象が聞かれた一方で、インターネット上のホ

ームページ等における事前の情報発信に関しては課題が指摘された。 

情報発信に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 欧米人は個人旅行も多いため、なかなか情報収集に苦慮する。個々で情報収集を行う必要

があるので、そのような人たちにも分かりやすいよう、何が名産といえる食材なのか、豊

富な情報を発信してほしい。（アメリカ） 

 グーグルで今回の体験場所について検索を行ったが、英語の情報がほとんどなくて困って

しまった。（アメリカ） 

 網野駅までつくと、英語のパンフレットはいろいろあったが、来る前は京都に住んでいた

にも関わらず京丹後地域について知らなかった。旅行を計画している人にも届くように、

もっと事前の情報発信に力を入れたほうがよい。（アメリカ） 
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（３）小松市 
①郷土料理や食文化体験について 
 小松市では、郷土料理として北陸地方の郷土料理である報恩講料理を楽しんでいただいた。報

恩講とは、親鸞の命日に営まれる浄土真宗の仏事であり、そこで、地域色豊かな食材を中心とし

て振る舞われる精進料理が報恩講料理である。地方によって違いはあるものの、その食文化的な

背景から肉や魚を使わないため、近年はヘルシーな料理としても注目されている。 
 
１)報恩講料理に対する評価 

  報恩講料理は、特に料理専門家からの評価が非常に高かった。しかし、非常に繊細で素朴な

味わいであることから、一般の訪日外国人に受けるかというと難しい側面もありそうで、日本在

住期間が長い方や日本が大好きで和食を食べ慣れている方などがターゲットになりそうという指

摘があった。また、菜食主義者やイスラム教徒など、肉や魚を食さない文化を有している人々も

狙い目とする提案があった。 
 一方で、外国人が食べる夕食としては量が少ないとされ、朝食や昼食で提供したり、コース料

理仕立てで提供したりすることがよいのではないかと提案された。 

報恩講料理に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 報恩講料理の体験はとても素晴らしく、料理人として自信をもって勧められる料理だが、

勧める相手は日本の食文化に理解がある人に限られる。多くの訪日外国人は、もっとダイ

ナミックな料理に期待しており、このような優しい料理をあえて食べる機会は限られる。

その少ない機会を、京都等の有名都市と奪い合うことは厳しいだろう。（カナダ） 

 さまざまな料理の組み合わせである報恩講料理は、コース料理として仕立てた方がよいの

ではないか。コース料理の文脈は欧米系の訪日外国人にはわかっているし、量が多くなく

ても満足してもらえるだろう。（ラトビア） 

 特徴として、肉や魚が使われていないことがあるので、これらを食することのできない、

菜食主義者やイスラム教徒等をターゲットとしてはどうか。（カナダ） 

 報恩講料理は、ヘルシーな印象なので、健康やスポーツを意識した旅行者についても、ア

ピールできるのではないか。（カナダ） 

 日本国内を旅行する上で料理がバリアーとなっている菜食主義者やイスラム教徒等を対象

とするアイデアはよいと思う。（オーストラリア） 

 報恩講料理はとても美味しかった。ただ、味付けが繊細で、一見さんとなる訪日外国人に

は難しく、既に日本に何度も訪問している人や、在日経験が豊富な人などをターゲットと

した方がよい。（スイス） 

 料理自体はとても美しいが、全体に味付けが薄いので、高齢者向きの食べ物という印象を

もった。夕食とする場合、外国人には量があまりにも少ない。早朝に座禅体験をした後の

朝食として提供すると、ちょうどよいのではないか。（オーストラリア） 
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２)料理や食文化の説明に対する評価 

 報恩講料理は、その食文化的背景に強力な魅力があり、ストーリー性が高いと評価された。そ

れだけに、単に料理を提供するだけでなく、きちんと食文化的な背景を伝えた上で食べていただ

く、今回のような流れは、報恩講料理を外国人に対して売り出していく上で、とてもすばらしい

とされた。 
 一方で、その食文化的背景を伝えるための仕組みが不足しており、特に説明がすべて日本語で

あった点が指摘された。ストーリー性の高い料理であるだけに、その背景を説明することの効果

が大きく、英語での説明や説明資料の準備等が、特に必要である。 

料理や食文化の説明に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 報恩講料理は、背景にあるストーリーを理解して食べることで、一層味わい深いものにな

る。なぜ、肉や魚が使われていないのかなど、背景を知ってから食べることで、大きな満

足感につながるだろう。百姓の国というこの料理の背景は京都はじめ他の地域にはないオ

ンリーワンであり、あえて小松で報恩講料理を食べる意義につながる。（カナダ） 

 報恩講料理は、背景のストーリーによってその価値が高まる料理なので、現場での情報提

供とセットで考えた方がよい。（スイス） 

 私は日本語が得意でないので、説明が日本語しかなかったのは大変厳しかった。一般の訪

日外国人であれば、私よりも日本語は理解できないと思うので、現状のままだと良さが伝

わらなくて残念だ。（ラトビア） 

 食事の前に、報恩講料理についての説明を受けられたのはよかったが、日本語のみであっ

た。内容も難しく、多少の日本語力では理解できない。ターゲットの訪日外国人に高い日

本語力を要求するのは無茶で、英語での説明がない時点で難しい。（スイス） 

 
②旅行全体について 
１) 観光資源 

  専門家の評価では、食事をメインテーマとして訪日外国人を誘引しようとすることは、かな

り難度が高いとされ、他の資源をメインとして誘致し、食を楽しんでもらえるようにしていく方

がよいとされた。 
小松の観光資源、特に温泉や白山等の自然資源に対する専門家の評価は全体的に高く、三大都

市圏からほどよい距離にあることもあって、いわゆるルーラル・ツーリズム的な売り方をすれば

よいのではないかと提案があった。 

小松市の観光資源に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 訪日旅行において、食事をメインで行き先を決定することは少ないように思うので、他の

観光資源の魅力が重要である。今回泊まった温泉はとてもよかった。（スイス） 

 訪日旅行者よりも、まずは東京や関西の居住者を目標とすることがよさそうに思う。料理

や温泉を目的に旅行するし、小松はいずれの大都市圏からも、新幹線や特急で適当な時間

で到達できる。（スイス） 
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 田舎であることを打ち出して、都会から観光客を呼ぶ戦略がよいと思う。それによって、

食事も生きてくる。（スイス） 

 この地域は白山を活用した旅行を提案することがよいと思う。四季を通じて、花見、紅葉

狩り、ハイキング、スキー等、さまざまな観光を楽しめる。特に、ハイキング利用者に、

温泉と料理をセットにして売り込むことがよいのではないか。（ラトビア） 

 
２) 多言語対応 

 観光資源に対する評価の高さに対して、多言語対応に対しては、不十分とするコメントが並ん

だ。料理や食文化の説明でもそうであったが、全体に他言語表記が不足しているほか、観光施設

等でも英語を話せる人がほとんどいないため、外国人にとっては言語面で非常にバリアーを感じ

る状態になっている。 

小松市の多言語対応に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 ほぼすべての訪問先で英語を話せる方はいなかった。圧倒的な景観が観光資源となってい

る場合であればまだしも、小松のようにストーリー性の高い観光資源については、英語で

の説明が必須である。（スイス） 

 温泉の入り方について、英語での説明がほしい。浴衣の着方、温泉の入り方など、日本人

には常識であっても、外国人にはわからない。（オーストラリア） 

 言語バリアーは、小松に限らず日本中にあるが、規模の小さな街にいくほど効果である。

私は、地方でよりおもしろい文化等を体験できると考えており、言語バリアーが少なくな

って、地方を訪問する外国人が増えてほしいと思っている。（カナダ） 

 日本語がわからない旅行者に対するパンフレットや音声ガイド等の整備が必要である。特

に伝統工芸の色つけ体験では、スタッフとのコミュニケーションが必須であり、多言語対

応が重要視される。（ラトビア） 

 
③情報発信方法について 
 小松市におけるおもてなしには、みなさん満足されているが、市外で小松の観光情報に触れる

機会が少ないため、肝心の訪問につながらず、おもてなしの力が発揮できない構造となっている

ことは大きな課題と指摘があった。 
 今回テーマの中心となった報恩講料理そのものは、見栄えもよくて写真にも向いているとのこ

とだったが、どうしても質素で素朴な感じが否めないため、豪華な印象のある魚介料理や肉料理

と並べてしまうと、厳しいとのことである。現地の配慮で、外国人にあわせて食事の量を増やす

ために魚介類をあわせて供したことで、ストーリーのメインとして設定していた料理がかすんで

しまったことが指摘された。 
 また、市や観光協会による英語版パンフレットは全体に好評だったが、個別施設や体験につい

ては英語版パンフレットがなく、わかりにくかったとする感想がみられた。 
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情報発信に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 市内でのおもてなしはとても素晴らしかったので、来てもらうための情報発信がとても重

要である。（カナダ） 

 地域の自然や歴史を紹介して知ってもらおうとすることはよいと思うが、旅行者と地元の

人たちの間にある知識ギャップを埋めるのは、かなり難度が高いのではないか。過度な情

報提供は旅行全体をわかりにくくしてしまう。（カナダ） 

 報恩講料理の見栄えは美しいので、写真等に使ってネットにアップするような使い方には

悪くないと思う。ただし、一般には牛肉や魚介類等を豪華に盛り合わせたものの方が、簡

単で受けはいい。（オ－ストラリア） 

 一般には肉や魚の受けが良く、情報発進力や伝播力も高い。その点、報恩講料理や精進料

理等は、近年中心となっている SNS での情報共有力が弱いかもしれない（オーストラリア） 

 おそらく、報恩講料理は量が少ないという配慮から、あわせて魚介類も供したのだと思う

が、素朴な料理である報恩講料理に比べて、魚介類が豪華なので、どうしてもそちらに目

が行ってしまい、せっかくの報恩講料理の情報が発信されにくくなる。（オ－ストラリア） 

 観光協会が用意している英語版の観光パンフレットは、個人旅行者にもよくわかるように

細かいところまでよくできている。（ラトビア） 

 観光協会のパンフレットはよくできていた。現地での説明では、背景の歴史はもちろん大

切だが、外国人に対して複雑に説明しすぎている。ポイントを明確にして情報発信してい

かなくては効果につながらない。（スイス） 

 個別の施設や体験については、日本語版のパンフレットしかない。（スイス） 

 
（４）小浜市 
①郷土料理や食文化体験について 
１)体験プログラム 

 小浜市では調理体験や鯖養殖体験、伝統工芸体験など、充実した体験プログラムを盛り込んだ

行程としていたが、この点に関しては外国人専門家から高い評価が得られた。 

体験プログラムに関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 今回のツアーでは体験プログラムが充実していた（調理体験、鯖養殖体験、伝統工芸体験

など）ので、とても面白かった。五感を使って感じることができ、加えて人との交流も生

まれるので、その地域のことがよく理解できると思う。体験の提供側が十分に英語ができ

なかったとしても、英語のパフレットなどを渡してくれれば、十分に楽しめると思う。（ス

イス） 

 鯖養殖体験では鯖に餌やりを行ったが、スリリングでとても楽しかった。また食文化館で

の説明など、小浜市は色々なコンテンツがあり、十分に２日間楽しめると感じた。（スイス） 

 伝統工芸体験で箸作りを行ったが、お箸はお土産にもなったため、帰ってからもこの旅の

ことを思い出すことができて、とてもよい。（スイス） 

 今回のプログラムの中では、実際に地域の料理を作ることのできる調理体験が非常に楽し

かった。（ラトビア） 
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２)料理の説明 

 地域固有の食文化や郷土料理は、はじめてその地域を訪れる外国人観光客にとってなじみの無

いものである。それらの作り方や関連する歴史・文化について説明があると、料理に対する理解

が深まりよいという意見が出された。 

料理の説明に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 自分はシェフとして働いているのもあって、地域の郷土料理を食べられたのは非常によか

った。へしことなれずしについての説明も興味深く、味も気に入った。特に、作り方を学

ぶことができた点が面白いと感じた。（カナダ） 

 へしこ・なれずしの作り方を説明してもらったが、口頭で説明するだけではなく、写真等

の資料を見せてもらえたのが理解しやすくよかった。（カナダ） 

 小浜市の鯖街道という歴史は非常に興味深いもので、その説明が聞けたことがよい経験に

なった。（ラトビア） 

 
３)食事・体験のバラエティ 

 外国人観光客にとって、その地域ならではの郷土料理や関連する体験は非常に魅力的である一

方で、食事・体験のバラエティに関しては要望及び改善点が出された。 

食事のバラエティに関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 へしこ・なれずしは思ったよりもおいしかったが、それだけで外国人観光客を呼び込むの

はやや難しいかもしれない。また、鯖街道の歴史もとても面白かったが、こちらもこれを

メインに据えた外国人観光客の誘客はやや難しいように思う。鯖一本押しでストーリーを

構築するのではなく、小浜市に存在する資源を生かして多様なコンテンツを楽しめるよう

な商品にしたほうがよいだろう。（スイス） 

 今回、朝昼夜の食事で鯖がよく出てきたが、もう少しバリエーションがあるとよかったの

ではないかと思う。鯖をメインに据えた食事は１回にして、その他はほかのコンテンツと

結びついた食事になるとよいのではないかと思う。海も非常にきれいで、鯖以外の魚介類

も売り出してもよいのではないかと思う。（スイス） 

 とても穏やかな二日間だった。その穏やかさが魅力的である一方で、若者はもう少しアク

ティブに遊びたいと思うかもしれない。海がきれいなので、海辺でバーベキューができて、

お酒が飲めるなどあると魅力的である。（カナダ） 

 鯖街道を実際に歩いてみるツアーのようなものは、面白いのではないかと思う。サイクリ

ングでもよいかもしれない。（ラトビア） 

 
②旅行全体について 
１)漁家民宿 

 日本的な暮らしが体験でき、宿の主人とも交流ができるという点で、漁家民宿に対しては高評

価が得られた。一方で、自分の国の生活習慣との違いから戸惑う点も多く、観光客向けのポスタ

ーなどによるフォローを求める声があった。 
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漁家民宿に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 日本の布団で寝るのも魅力的だが、外国人観光客の中にはベッドを好む人もいるだろう。

写真で紹介しておいて、選択できるようにしておけばよいのではないか。（スイス） 

 外国人は日本のお風呂への入り方が分からず困ってしまうことがあると思う。複数の人が

湯船の同じお湯に入ることなど、説明がないと分からず、湯船の中で体を洗ってしまう。

例えば小松市の温泉旅館には漫画で温泉への入り方が説明されていて分かりやすかった。

このような民宿でも、外国人向けに分かりやすい説明ポスターなどがあるとよいと思う。

（スイス） 

 今回、へしこ・なれずしの説明をしてくれた漁家の方のお家に泊まった。宿泊の前に仕事

場を見学し、へしこ・なれずし作りの説明を聞いたりしてオーナーとの関係性ができた上

で宿泊できた点が非常によかったと思う。（カナダ） 

 地元の人とふれあえるというところがこのような地域の強みではないか。民宿の布団、日

本式のお風呂、部屋にカギがかからない点などは、抵抗は特になかった。ほかの観光客の

中にも、日本の布団で寝てみたい、日本のお風呂に入ってみたい人はたくさんいると思う。

（カナダ） 

 ホテルや旅館とも違う、漁家の方と交流ができる漁家民宿はとても楽しかった。２日間を

通して人とのふれあいがあったなと感じているが、皆親切で、色々なことを教えてくれて

非常にすばらしかった。その点を都会との違いとして押し出してはどうか。（ラトビア） 

 
２)他地域との差別化 

 他地域（特に外国人観光客に人気は京都市など）との差別化に関して、自然環境や人との交わ

り等を小浜市の魅力としてあげ、アピールポイントとしてはどうかという意見が出された。 

他地域との差別化に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 神社・仏閣は京都にたくさんあるため、小浜市でプロモーションをしてもあまりアピール

ポイントにならないように思う。小浜市では海に沈む太陽が非常に美しいため、そちらを

アピールしたほうがよい。（スイス） 

 京都の祇園祭などはあまりの人の多さに疲れてしまうし、ゆっくり楽しむことができない。

小浜市ではお祭り行事も色々とあると思うので、ゆっくり楽しめる点や、見るだけではな

く参加できる点などをアピールしてはどうか。（スイス） 

 どのような人が小浜市を訪れるか考えたとき、人との交流を楽しみたい人が来るとよいの

ではないかと思う。（カナダ） 

 欧米人は１～２週間の長さで日本を旅することが多いと思うが、やはり１回目は東京・大

阪・京都あたりを訪れるだろう。欧米人のリピーターの誘客を狙うことができるのではな

いかと思うが、そのような人には自然（海）、魚、人とのつながり、といったことをアピー

ルするとよい。（カナダ） 

 京都市は観光客が多すぎて疲弊している面もある。そのような地域とうまくコラボして、

Win-Win の関係になるような旅行商品ができないだろうか。（ラトビア） 

 有名な観光地や都会では地域のお祭りは見ることはあっても、参加することは難しいイメ

ージがある。小浜市のような地域では、お祭りに自分も参加できる体験ができれば、非常

に魅力的ではないか。（ラトビア） 
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３)外国人への説明方法 

 旅行中の多言語対応については、課題と改善方策に関する意見が多く出された。特に、外国人

に食文化や歴史を説明する際には、情報を盛り込みすぎずポイントを抑えた説明に留めること、

歴史的用語を使用せず一般に理解しやすいような言葉で説明することなどが求められた。 

 外国人への説明方法に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 伝統工芸に関して、漆器の違いについて説明があったが少し内容が難しかった。初めて日

本に来る外国人にとっては見るものすべてが新しい、という状況なので、それを考慮した

説明の仕方にしてもらうとよい。（スイス） 

 外国人に歴史や食文化について説明をするとき、情報量が多すぎても理解しきれない。正

確に網羅的に説明するのではなく、むしろ情報量を減らして分かりやすくすることも重要

だと思う。たとえば、歴史上の人物の名前を並べられても混乱するだけなので、端的にど

のようなことを成し遂げた人物であるか説明するに留めるなどの工夫が必要だろう。同様

に、「奈良時代」「江戸時代」と言われてもいつのことか分からないので、年代、世紀など

で伝えるようにしたほうがよい。（スイス） 

 （へしこ・なれずしの作り方を説明してもらったが、口頭で説明するだけではなく、写真

等の資料を見せてもらえたのが理解しやすくよかった。）一方で、すべて日本語の表記だっ

たので、口頭での説明内容は通訳が入ったものの、説明資料も英語表記で見られるとなお

よかったと思う。（カナダ） 

 食文化館では、それぞれの展示物コーナーに英語の説明パネルがあったが、やや少ないな

と感じた。外国人が快適に見て回るためには、もう少し英語表記が充実すると嬉しい。パ

ネルを設置しなくとも、QR コードを読み込ませると英語での説明が見られる、というよ

うな仕組みでもよいと思う。（カナダ） 

 歴史や食文化の説明においては、内容を理解したうえできちんと通訳ができる人材を確保

したほうがよいように思う。（カナダ） 

 調理体験が面白かったが、かんぴょう、麩などの使われる食材の説明が口頭で聞いただけ

では難しく、理解に苦しんだ。レシピや説明資料が英語であると嬉しい。（ラトビア） 
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４)交通手段 

 小浜市を訪れる際の一時交通及び二次交通について、外国人対応についての課題が出された。 

交通手段に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 交通手段について、小浜市に到着するまでの乗換えが難しかった。奈良県の吉野のほうで

は、電車で英語・韓国語・中国語でのアナウンスが行われているが、小浜線ではそのよう

なアナウンスは無かった。（スイス） 

 小浜線の中の日本語でのアナウンスは、次停車する駅名だけではなく色々な情報が盛り込

まれており、次の停車駅を聞き分けることが難しかった。（スイス） 

 小浜市に来るまでの交通手段について、電車乗り換え時には英語での説明表記がほしい。

阪急電車の嵐山駅では、乗り換え時に英語・中国語などでアナウンスを始めている。小浜

市でもまずは英語からでいいので、外国人向けのアナウンスがあるとよい。（カナダ） 

 小浜駅に到着したときに、外国人に対してウェルカムな雰囲気を感じなかった。もう少し

英語で表記された案内板など、何らかあると気分的にも安心してこられるようになると思

う。（カナダ） 

 スマートフォンが無ければ、行き先や交通手段を見つけることが難しい。アジア系の観光

客の場合、本国で使用しているスマートフォンの電話機能がそのまま使用できる場合もあ

るようだが、欧米系の観光客の場合、空港でシムカードをレンタルして初めて、宿泊先や

訪問先との電話でのコンタクトが可能になる。（カナダ） 

 
③情報発信方法について 
 既存のパンフレットに関しては高評価が得られる一方で、インターネット上のホームページが

多言語対応していない点など、事前の情報発信方法について課題が指摘された。 

他地域との差別化に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 中国や観光では旅行業者がツアーを企画していくことが多いようだが、欧米人は個人旅行

が多い。そのため、事前にインターネットで情報検索をしたときに、行きたいと思わせる

ように、美しい写真付きで情報を発信することが非常に重要だと思う。（スイス） 

 既存のパンフレットは、写真がとても美しく、また見やすくて面白いと思った。同じもの

をインターネットにも載せてほしい。（スイス） 

 インターネット上で検索をしたとき、日本語のページであってもグーグルが英語に翻訳し

てくれるが、やはりきちんとした英語のホームページが作られているところが上位にヒッ

トする。外国人観光客はまずはそのようなページから見ていくと思うので、英語のホーム

ページがないと機会損失になる可能性がある。（カナダ） 

 訪問者のフェイスブックやインスタグラムによる拡散を期待することもできるが、彼らが

自由に発信する類のものであるため、情報の内容のコントロールはできない。そういった

意味でも、できれば独自のホームページを持ったほうがよいだろう。（カナダ） 

 小浜市は京都との関連が深い地域であるので、説明文の中に「京都」というワードを入れ

ておけば、小浜市を知らず京都について検索した旅行者にもヒットするようになるのでは

ないか。（カナダ） 

 「どこに行きたい」よりも「何をしたい」で検索したときに小浜市がヒットするようにし

たほうがよいと思う。（ラトビア） 
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（５）会津若松市 
①郷土料理や食文化体験について 
１)雪下野菜の収穫体験 

 にんじんやキャベツなどの雪下野菜の収穫体験について魅力を感じた外国人専門家が多い。 

雪下野菜の収穫体験に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 フランス、ドイツやオランダなどヨーロッパの国々では、農園体験の人気が高いようであ

る。これらの国からの観光客は、にんじんを掘るような体験に興味を示すだろう。（イギリ

ス） 

 雪に保存されているキャベツを掘り出す体験は印象に残った。（ブラジル） 

 現地で生活している農民のように、雪の中からキャベツや人参などを掘り出すことを体験

した。（スペイン） 

 
２)料理体験の工夫 

料理体験に対する評価が高い中、料理体験を通じて口に入れる食材が把握できることを評価す

る意見もみられた。これは食物アレルギーや食事制限を有する人にとって非常に重要なポイント

である。 
外国人専門家が料理の作り方や食事に関する説明が行われていることを高く評価するとともに、

外国人観光客に対する説明の必要性を指摘した。 

料理体験の工夫に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 郷土料理「こづゆ」を作る体験は非常に勉強になった。（ブラジル） 

 郷土料理の体験では、料理が作りやすくておいしかった。（アメリカ） 

 自分で料理を作ることでこれからどのような食材を口に入れるかがよくわかるため、郷土

料理づくり体験のようなプログラムを外国人観光客に提供することは非常に良い考えであ

る。（スペイン） 

 個人差があるかもしれないが、食事に関する説明はあった方が良い。今回の視察で料理に

関する説明を聞いて良かった。（イギリス） 

 地域の方が丁寧に説明してくれて非常に良かった。（アメリカ） 

 食事の際、料理に関する説明があって非常に良かった。多くの外国人観光客にとっては何

を食べているかを知りたいニーズがあるだろう。このため、料理の材料に関する情報提供

を充実させる必要がある。（スペイン） 

 多くの外国人観光客にとっては何を食べているかを知りたいニーズがあるだろう。このた

め、料理の材料に関する情報提供を充実させる必要がある。（ブラジル） 

 料理体験の際に説明の文章や写真を外国人観光客に提示した方が良い。仮に日本語が理解

できる外国人であっても、方言まで理解できるとは限らないし、聞くだけで忘れてしまう

可能性がある。（アメリカ） 
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３)料理の創意工夫 

 外国人にあまり認知されていない料理について、その創意工夫を評価する意見がみられた。一

方、料理に使う食材のバランスの重要性や料理の独自性を指摘する意見もみられた。 

料理の創意工夫に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 天ぷら饅頭のような料理の工夫（イノベーション）が良かった。（スペイン） 

 郷土料理を PR する際に肉と野菜のバランスを取った方が良い。（ブラジル） 

 現地独特の料理にフォーカスした方が良い。一般の外国人観光客は日本料理に詳しい人が

少ないため、食べ物のジャンルで珍しいかどうかを判断する。（イギリス） 

 
②旅行全体について 
１)地域住民との交流 

 他の地域を視察した外国人専門家と同様に、会津若松市においても、地域住民との交流を評価

する意見が多くみられた。一方、地域住民との交流が大人数に不向きであるため、外国人観光客

が増加した場合の対応を懸念する意見がみられた。 

地域住民との交流に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 初日の夜に地元住民と一緒に食事しながら交流できたことが非常に楽しかった。（ブラジ

ル） 

 初日の夜に湊町の住民との懇親会が行われ、楽しかった。懇親会では、言葉の壁を越えて

いろいろと意見交換することができた。（スペイン） 

 現在の外国人観光客は日本の地方に対する関心があり、中でも日本人との交流を重視する。

（イギリス） 

 外国人観光客が地域住民と交流できることは非常に魅力的である。しかし、外国人観光客

が大幅に増加した場合、地域として対応することが難しいだろう。（スペイン） 

 
２)通訳ガイドの必要性 

 これから外国人観光客を受け入れようとしている地域では、多言語対応をこれから強化する場

合が多い。そのため、外国人観光客が地域の魅力を楽しむためには通訳ガイドが必要と指摘され

ている。 

通訳ガイドの必要性に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 普段の業務で接している訪日外国人観光客は日本語が話せる人がほとんどいないため、通

訳ガイドが必要である。（イギリス） 

 言葉の問題があるため、外国人観光客は会津若松市湊町のような地域を訪れる際に通訳ガ

イドが必要である。（アメリカ） 

 日本語が話せない外国人観光客にとって、日本語しかない環境で観光するのは困難を伴う。

東京からのガイド付きオプションツアーを企画しても良いのではないか。（スペイン） 
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３)ストーリー性 

 多くの外国人観光客にとって、日本食を食べたり作ったりすることが魅力的なコンテンツであ

るが、訪問先を決める際に食が決め手となることがほとんどない。食以外の観光資源を活用しな

がら、ストーリー性のあるツアーを造成することの重要性を指摘する意見がみられた。 

ストーリー性に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 会津若松市では、食だけでなく、鶴ヶ城やサムライの歴史などの豊富なコンテンツがある。

食が目的で海外旅行する人が非常に限られている。地域の有名観光スポット、エコツーリ

ズムの体験、郷土料理体験を組み合わせて少人数向けのツアーを作った方が良いのではな

いか。ストーリー性を持つことが大事である。（スペイン） 

 
③情報発信方法について 
１)多言語対応の強化 

 他の地域と同様に、多言語対応の強化を指摘する意見がみられた。 

多言語対応の強化に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 和製英語が多く、改善する必要がある。料理体験の説明や地域の紹介などについて、外国

語で文章化した方が良い。（アメリカ） 

 道の駅で買い物する際、日本語の表記しかなかったため、日本語が話せる同行者に確認す

る必要があった。（スペイン） 

 
２)インターネットや SNS の活用 

 インターネットや SNS の活用の必要性が共通して指摘されている。また、一部の外国人専門家

はフォロワー等の情報発信力を活用するためにコンテスト等の開催を提案した。 

インターネットや SNSの活用に関する専門家のコメント（一部抜粋） 

 インスタグラムやツイッターなどの SNS を活用し、欧米の若者向けにアピールした方が良

い。写真よりも動画で発信した方が良い。（イギリス） 

 情報発信における SNS の活用は大事である。（ブラジル） 

 SNS の活用は重要である。日本語のみだと外国人観光客向けの情報発信に適さない。まつ

りなどの際にハッシュタグを活用した方が良い。例えば多くの地域では、地域のもの、食

や場所などをシェアする人の中から当選者を選ぶコンテストを開催している。こうしたイ

ベントを開催することで外国人観光客へのリーチを増やすことができる。（スペイン） 

 ホームページでは、会津若松市観光のアピールポイントを明確にした方が良い。（アメリカ） 
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 インバウンドによる飲食市場の拡大に向けて 

外国人の日本食と食文化に関する興味・関心 
 日本各地には自然豊かな農山漁村地域があり、それぞれ特有の食文化・郷土料理を有している。

各地域がそれらの資源を生かしてどのようにインバウンド誘致を図っていくことができるのか、

第２章で紹介した座談会の結果をもとに考察した。 
 
（１）「ここにしかないもの」 
 外国人観光客が日本の農山漁村地域を訪れるとき、多くの人が「ここにしかないもの」を求め

ている。「ここにしかないもの」には、次のようなものが挙げられる。 
 
①地域固有の食文化・郷土料理 
 外国人観光客が日本の農山漁村地域を訪れる際、「天ぷら」や「寿司」などのいわゆる日本食で

はなく、その地域固有の食文化や郷土料理を求めている。 
 類似した料理がほかにあったとしても、その地域特有の食材、作法、食器、歴史など、何か「特

別」を見つけ固有性をアピールすることで、外国人観光客にとって魅力的な食体験となる。 
 
②その地域でとれた食材 
 その地域でとれた食材を使った料理というのも、外国人観光客にとって「特別感」を感じる要

因の一つとなる。食材が取れた畑の場所が分かったり、生産者の顔が見えたりすることも、その

食事への関心や愛着を高めることにつながる。 
「そこの畑でとれた野菜」「そこの漁港で水揚げされた魚」など、地域密着性をアピールするこ

とで、その料理の付加価値を高めることが有効である。 
 
③地域の歴史・伝統文化との関連 
 多くの外国人観光客は、地域の食にまつわる歴史や文化に高い関心を示している。「その料理は

どのようにできたのか」「地域の人たちはその料理をどのようなときに食べるのか」など、食と関

連した歴史や文化を紹介することが非常に効果的である。 
 郷土料理を口にするとき、その歴史や文化も紐解くことができれば、外国人観光客にとっては

その料理が一層印象深いものになりうる。 
 
（２）「食習慣に合うもの」 
 多くの外国人観光客にとって、日本食を食べること自体が一種の新しい体験となる。自国と日

本の食習慣が大きく異なり、日本食体験の際に戸惑うこともあると考えられ、受け入れ側が外国

人の食生活や嗜好性について一定程度配慮することも、インバウンド誘致においては効果的であ

る。 
 
①食事制限への配慮 
 外国人観光客の中には、宗教やアレルギー等の理由から食事制限を持っている人も少なくない。 
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例えば欧米諸国をはじめとする国や地域では、ベジタリアンやビーガンと呼ばれる菜食主義者

が増えている（ベジタリアンやビーガンはいずれも植物由来の食べ物を口にすることができるが、

ビーガンの場合、卵、乳製品や蜂蜜などの動物由来のものも食べない）。そのような外国人の食習

慣・食事制限にも配慮したメニューを提供することができれば、より多くの外国人を受け入れら

れるようになる。 
 
②嗜好性への配慮 
 日本人が海外旅行中に日本食が食べたくなるのと同様に、外国人観光客も訪日期間中に母国の

料理が食べたくなるようなことがある。そのような際に、洋食や中華など和食以外の選択肢も用

意されていれば、外国人観光客はより地域や施設のホスピタリティを感じることができる。 
 また、外国人観光客は出身国や地域によって、日本食の味が薄く感じたり、量が少なく感じた

りすることがある。外国人観光客が自分の好みに応じて味付けや量をある程度アレンジできるよ

うに、オプションを用意することも一つの工夫である。 
 
（３）「食＋α」 
 外国人観光客が農山漁村を訪れるとき、その地域の料理を「食べる」だけではない、それ以上

の体験を求めている場合が多い。地域の食文化や郷土料理に「＋α」する工夫を行うことで、外

国人観光客に選ばれる地域となるよう、付加価値を高めていく必要がある。 
 
①食＋「体験」 

料理に使われる食材の「収穫体験」を行えば、その料理への印象を深めることができる。さら

に自分が採った野菜を使った料理が出されれば、一層愛着がわき、思い出深い食事となる。 
郷土料理などの調理体験は、外国人観光客に非常に人気の高い体験プログラムの一つである。

特に料理作りを通して地域の人との交流が生まれる点でも高い評価を受けている。 
郷土料理を盛りつける「器」や料理を食べる「箸」などの伝統工芸体験も楽しまれている。お

土産として持ち帰ってもらい、帰ってからもその旅のこと、地域のことを思い出してもらえると

いうメリットもある。 
 
②食＋「自然」 
 東京や京都、大阪などの都市圏が旅行先として人気がある一方、外国人観光客は、農山漁村に

ある雄大な自然や風景にも魅力を感じている。都市との差別化を図るためにも、「都市にはない」

自然資源をアピールポイントとすることが考えられる。 
 同様に、田畑や小川などの自然と隣りあわせで人々が暮らす「里山」の風景にも注目が集まっ

ている。普段あたりまえだと思っている生活の一場面も、外国人観光客にとっては新鮮で魅力的

に映る可能性がある。 
 
③食＋「交流」 
 外国人観光客は、地域の人々との交流を好む傾向がある。料理についての説明でも、地域につ

いての紹介でも、世間話でもよく、こちらからコミュニケーションを行うその一歩が、彼らの旅
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の満足度を大きく高める可能性がある。 
また地域のお祭りといったその地域固有の行事も、「特別」を感じられるコンテンツになる。た

とえばお祭りを「見る」だけではなく実際に「参加する」ことができれば、地域の人々との交流

も生まれ、より楽しんでもらえる可能性がある。 
 
（４）その他 
 （１）～（３）に示したポイントのほか、以下のような要素も抽出された。 
 
①暮らしを体験する 
 農山漁村を訪れるとき、その宿泊場所として農家民泊、漁家民泊などが考えられる。その地域

の人々の「暮らし」を体験することも、外国人観光客にとって面白く新鮮な経験となる。 
 
②アクティビティを楽しむ 
 雪国であれば雪遊び、海辺の地域であればサーフィン、海岸でバーベキューなど、アクティブ

に遊ぶことのできるプログラムも好まれている。特に若者向けプログラムとしては、そのような

アクティビティを取り入れることも一案である。 
 
③多言語で「食」を紹介する 
 外国人観光客は、訪れた地域の歴史文化や郷土料理等を理解するために言語の壁に直面するこ

とが多い。料理だけではなく地域を印象付けるためにも、料理や歴史文化などについて多言語対

応されたホームページや説明の文章等により紹介することが必要となる。複数言語への対応が困

難な場合、まず英語への対応を検討することが望ましいと考えられる。 
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インバウンドによる飲食市場の拡大に向けた課題と提言 
（１）農山漁村地域におけるインバウンド誘致にかかる課題 
①食のみでの誘客には限界がある 
日本食を食べることに対して高い関心を示す外国人観光客が多いことは訪日外国人消費動向調

査で明らかになっている。なお、外国人観光客は訪日旅行時の訪問先を決める際に食が決め手と

なることがほとんどない。大都市圏に近接する地域であれば、外国人観光客が食を主目的に訪れ

る可能性があるが、大都市圏から離れた農山漁村地域の場合、食の魅力のみでのインバウンド誘

致には限界がある。 
 

②多言語対応および公共交通アクセスの強化が必要である 
 農山漁村地域に限らず、外国人観光客を誘致するために、多言語対応および公共交通アクセス

の強化の重要性が一般的に指摘されている。 
いわゆるゴールデンルート以外の地域を訪問する外国人観光客が増えつつあるものの、農山漁

村地域への訪日外国人観光入込客数が依然として少ない状況にある。これまで外国人観光客への

対応にかかる必要性が低かったため、多言語対応および公共交通アクセスを強化してこなかった

農山漁村地域が多いと考えられる。 
 
③大人数への対応が困難である 

訪日外国人が高く評価する地域住民との交流について、少人数で単発的な対応が比較的容易で

あるが、大人数への対応が困難である。そのため、外国人観光客の受け入れに向けて、地域住民

との交流のあり方について地域関係者で検討することが求められる。 
 
（２）インバウンドによる飲食市場の拡大に向けた提言 
①主要ターゲットの明確化 
 これまでの調査結果をふまえ、農山漁村地域でのインバウンドによる飲食市場の拡大に向けて

は、コト消費を求める外国人観光客をターゲットとして、食と体験をセットにして提供すること

が効果的であると考えられる。中でもグリーンツーリズムやエコツーリズムなど、農山漁村地域

との親和性が高いコンテンツに関心を示す層にフォーカスすべきである。なお、食に対する嗜好

性が国や地域によって大きく異なる場合があるため、主要ターゲット国や地域を明確にし、地域

関係者の間での共有を図る必要がある。 
 
②在日外国人に向けた情報発信 
 訪日外国人観光客に比べ、在日外国人が日本の文化や伝統についてより多くの情報を把握して

いる場合が多い。中には多言語対応および公共交通アクセスを求めず、日本人に近い観光行動を

とる在日外国人も多数いる。そのため、とりわけこれからインバウンド誘致に取り組む地域にと

って、在日外国人の誘致が成功する可能性が高い。また、訪れた地域について在日外国人が母国

語で情報発信すれば、海外在住の外国人に対する情報発信効果も期待できる。 
 海外への情報発信と同様に、在日外国人に向けて情報発信する際、対象国や地域に応じて発信

ツールを使い分けることが重要である。 
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③地域ならではのストーリーの構築 
 観光事業者、飲食事業者や農林水産物の生産者などの地域関係者が一体となって、利用する観

光資源および観光時の動線を考慮しながら、地域ならではのストーリーを構築する。 
食を含む観光資源については、「ここにしかない観光資源であるかどうか」および「外国人観光

客への訴求力が高いかどうか」の２軸で仕分けを行う。下表に示すとおり、A は独自性が高く訴

求力も高い観光資源であり、いわゆる「キラーコンテンツ」に該当する。C は独自性が低いもの

の訴求力が高いため、付随的な魅力として活用することができる。B は独自性を有するものの、

訴求力が弱いため、磨きをかける必要がある。ストーリーの構築にあたっては、A と C を中心に

活用することが望ましい。 

図表 18 観光資源の仕分けイメージ 

 

 
④多様な食のニーズへの柔軟な対応 
 食に対するニーズが国や地域によって異なるだけでなく、個人差もある。地域関係者は十人十

色ともいえる多様な食のニーズに柔軟に対応できるように、事業採算性とのバランスを取りなが

ら、選択肢を増やすことが重要と考えられる。 
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